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変化および介在因子については不明な点が多い。【方法】8 週齢の Wistar 系雄性ラットを用い、5 日
間継続的な水浸負荷を与え慢性ストレスモデルを作成し、フェノールレッドを用いた胃排出能測定な
らびに 5日間の経時的な血中ホルモン等の測定を行った。【結果】1. 負荷後早期より有意な体重減少
を認めたが、摂食量の低下は認められなかった。2. 負荷後 2 日目より著明な胸腺の萎縮を認めた。
3. 24 時間までの短期負荷は胃排出能を低下させ、長期負荷では亢進させた。4. 血漿 ACTH は全ての




ンの増加を認めた。7. 免疫染色において胃体部のグレリン陽性細胞数が 3 日目、5 日目に有意に増
加し、また、同部のプレプログレリン mRNA レベルも 5日目に有意に増加した。8. グアニチジン前投





















有意に増加し、また、同部のプレプログレリン mRNA レベルも 5日目に有意に増加した。8.交感神経
の節後機能を抑制するグアネチジン前投与では、負荷早期の排出遅延が回復した。9.グレリンの阻害
作用が報告されている GHR-S antagonist 投与は負荷後期の胃排出亢進を部分的に抑制した。以上の
結果より、慢性水浸ストレスは、負荷 24 時間以内では、増加する血中カテコラミンが胃排出能の低
下をもたらし、長期化によって増加するアシルグレリンが逆に胃排出能を亢進させることが示唆され
た。 
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